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１．はじめに 

 我が国では、豪雨により表層 2～3m の層が崩壊する急傾斜地の崩壊や、それに起因する土石流が毎年のよ

うに発生している。このような形態の崩壊は、表層の未固結層（崩壊の恐れのある層）に雨水が浸透・飽和

して安定性を損なうことにより発生していると考えられる。そのため、斜面崩壊の危険性おび崩壊土砂の到

達範囲を予測するためには、崩壊の恐れのある層の層厚とその層の透水係数等を把握することが必要と考え

られる。そこで、筆者らはこれまでに、森林生態学的と地盤工学的観点から、 火山灰・降下軽石被覆斜面の

表層崩壊跡地において現地調査並びに原位置試験を行い、自然斜面の安定性を調査してきた 1)。本研究では、

北九州市小倉北区の急傾斜地をテストフィールドとして、崩壊の恐れのある層の層厚と透水係数を現地調査

で求め、考察した結果について述べる。 

２．調査地点 

 北九州市小倉北区の足立公園（図-1 および写真-1 参照）をテストフィールドとした。No.1, 2 は図-1 の赤

丸と青丸で示された斜面に設定した。No.1 は斜面上部、下部ともに斜面平均傾斜は 30°であり、No.2 の斜

面上部、下部における斜面平均傾斜はそれぞれ、25°と 20°であった。これらの斜面に分布する地質は花崗岩

類である。 

3．現場試験結果 

原位置試験として、崩壊の恐れのある層厚を把握する目的で、簡易動的コーン貫入試験（通称：簡易貫入）
2)およびその層の透水係数を把握する目的で現場透水試験 3)を実施した。図-2, 3 に No.1 と No.2 の斜面上部

と下部でのコーン貫入試験結果を示す。No.1 地点で、(a)では貫入深さが約 2.6m, (b)では約 0.85m において、

10 回の打撃による貫入量が 20 mm 未満となったため、貫入を中止した。図-2(a), (b)を見ると、(a)では深度

1.0m までの Nd 値は変動しながら 10 以下、深度 1.0～2.1m までは変動しながら Nd 値 20 以下であり、それ

以深は 20 以上となっている。一方、(b)では貫入深さ方向に Nd 値が単調に増加して、深度 0.6m で Nd 値

20 になっている。次に、No.2 地点（図-3(a), (b)）では、(a)では貫入深さが約 1.0m まで、深さ方向に Nd 値

が単調増加し、深度 0.9m で Nd 値 60 になっている。 (b)では図-2(a)と同様に、深度 1.8m までは Nd 値は変

動しながら 10 以下、それ以深は大きく変動しつつも、深度 2.4m 以深で Nd 値 20 以上となっている。Nd 値

から、崩壊の恐れのある層の層厚を推定した研究 4)によると、Nd 値 10 以下の層を崩壊の恐れのある層と考

えられるので、本フィールドでもそのように考えると、No.1 地点では、斜面上部に崩壊の恐れのある層が層

厚 1m ほどで分布しており、斜面下方はほとんど堆積していないと考えられる。一方、No.2 地点では、斜面

上部には崩壊層はほとんどないが、下部に 1.8m ほどの層厚で堆積していると考えることができる。本フィ

ールドにおける Nd 値と土層の関係は以下のように想定される。 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

図-1 調査地点（小倉北区足立公園内）

 

写真-1 対象斜面遠景（小倉北区足立公園内）

No. 1 

No. 2 

33°52'31.0"N 130°54'20.1"E 
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Ⅰ層 Nd 値が 5 以下で、Nd 値の深さ方向の変動が小さい        表層土、崖錐堆積物  

Ⅱ層 Nd 値が 5～10 で変動する                   崖錐堆積物、強風化岩 

Ⅲ層 Nd 値が 10～20 で変動し、Nd 値の深さ方向の変動が大きい    強風化岩 

Ⅳ層 Nd 値が 20 以上                       弱風化岩 

 表-1 に斜面上部と下部での現場透水試験と乾燥密度試験の結果を示す。現場透水試験 3)は打込みサンプラ

ーにてサンプリング削孔した後、その孔内に透水試験装置ストレーナ部分を挿入密着させ、注水する方法で

行った。また、乾燥密度測定は深さ 10cm の地点からサンプリングした試料で行った。その結果、No.2 が No.1 

に比して現場透水係数が大きく、 乾燥密度が小さいことが分かった。これは、No.2 地点の方が、空隙が大

きく降雨が早く浸透することを意味すると考えることができる。 

4．おわりに 

 今後は北九州地域の自然斜面を対象として現地調査を行い、分布地質ごとに崩壊層厚、地盤の強度定数、

透水係数を把握する。そして、斜面の崩壊危険度および崩壊土砂の到達範囲を予測する手法を確立し、行政

と協力して斜面防災に貢献していきたい考えている。 
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(a) 斜面上部       (b) 斜面下部        (a) 斜面上部      (b) 斜面下部 

図-2 簡易動的コーン貫入試験結果 (No.1)         図-3 簡易動的コーン貫入試験結果 (No.2) 
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表-1 現場試験結果（小倉北区足立公園内） 
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